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呼 吸 困 難 二就 テ

H.W.Knipping,WilliamLewisundAlan

Moncrieff:UberdieDきspnoe.

著 者 ノ・、 健 康 者 蛇 二種 々 ノ 疾 患 ヲ有 ス ル 人 二就 テ、

呼 吸 容 量 、 呼吸 鍛、 分 時 容 量 、 貯 有 氣 、補 充 氣 、肺活

量 、 残 留 氣 、吸 氣 時 ヨ リ呼 氣 時 迄 ノ關 係 、呼 吸 定 調 等

二就 テ槍 査 シタ、

(1)・個 々 ノ例 二於 テ ・・、貯 有 氣 ハ、肺 ノ最 大 能 力(呼 吸

限 界 値)ト 、 呼 吸 當 量(其 時 々 ノ要 求昂:)ト ノ間 ノ差 異

ヲ示 ス モ ノデ ア,レ。

貯 有 氣 ガ清 費 サ レル ト.呼 吸 が苦 シクナ リ、呼 吸 困難

感 ヲ覧 エ ル。

正 常 ノ呼 吸 限 界 値 二於 テノ・、呼吸 困難無 ンニ、呼 吸 ノ・

著 シ ク充 進 ス ル(昏 睡 、 貧 血 、 心 臓 性換 氣 充 進 、炭 酸

呼 吸 等)。 淺 ッ テ ヰ ル 貯有 氣 ノ・、 多 ク ・・常 二爾 充 分 デ

ア ル。之 二反 シテ、呼 吸 限 界 値 が著 シ ク減 ズ ル時(左 心

機 能 不 全 二際 ス ル肺 活 量 ノ減 少)ニ ノ・、 呼吸 當 量 ガ唯

僅 カニ培 加 ス ノレカ、叉 ・・培 加 セ ズ ニ、認 ム可 キ貯 有 氣

ヲ存 ス ル丈 ケ デ、 呼 吸 困難 ノ・起 ラ ナ イ。

呼 吸 困難 ノ重 イ場 合 ニ ノ・、呼 吸 當 量 ノ塘 加 ト、最 大 能

力 ノ制 限 ヲ同時 二來 ス、 讐 ヘ バ、 心臓 性 呼吸 困難 ノ

種 々ナ場 合叉 ノ・重症 ノ結 核 等 二於 〃 ノレ 呼 吸 困難 が之

デ ア ルo

(2).肺 結 核 症 叉 ノ・心 臓 代 償 機 障 碍 ヲ有 ス ル患 者 ノ・、

安 静 時 二呼 吸 困 難 ヲ起 サ ナ イ。 然 シ乍 ラ、 極 メ テ輕

度 ノ作 業 二依 ツ テ清 費 サ レル程 二貯有 氣 ・・少 イ(作 業

呼 吸 困難)。

総 テ是 等 ノ關係 ・・定 量 的 二測 定 シ、 心臓 癬 膜 病 、 氣

管枝 喘 息、 結 核 症 、 氣 腫 、 瓦 斯 中毒 、 強 直 セノレ胸 廓、

昏 睡 、 貧 血 等 ノ多数 ノ患 者 二就 テ検 索 シタ.

(o璽♪).病 墜 判定 ノ基 礎 ト シテ、 健 康 者 ノ多 撒 二就 テ 、

呼 吸 當 量、呼 吸時 間 比 卒 等 ノ正 常値 ヲ言1測 シ、之b共

二、肺 機能 試 験 二關 ス ル1-2ノ 方 法 ノ経験 ヲ試 ミタ.

(4).呼 吸 當 量 ノ正 常 値 ・・、1・7及3・0デ ア ル。 糖 尿病

性 昏 睡 二於 テ ・・、12・0叉 ハ其 以 上1・ ナ ル。 心臓 代 償

機 障 碍 二際 ・yテ・・、 稀 二5・0以 上1・ ナ ル。 之 二重 イ

呼 吸 困難 ヲ件 フ時 二・・、 例 外 トシテ、14・0二 上 ル。

腎 臓 性 及 肝 臓 性 昏 睡 二於 テ ハ大 ナ,レ上 昇 ヲ來 サ ナ イ。

貧 血 ノ時 二 ・・、 之 二反 ・Y8.0・ 一上)ttt。

正 常値 以下 トナ ル ノハ、 肋 膜 ノ合 併 症 、 睡 眠 剤 中毒

(重 症 ナ場 合 ニ ノ・、0.7ノ 債 デ ア ル)ノ 場 合 デ ア ル。

(5).糖 尿 病 性 昏 睡 二於 ケ ル 「アチ ドー ゼ」ハ、 呼 吸當

量 デ 、 速 カ ニ且 ツ 容 量 二特 有 性 ヲ示 ス。 昏 睡 ノ呼吸

曲 線 ノ・誤 マ ラ レナ ィ。

(6).呼 吸容 量 二就 テ ノ・、 正 常 値 ヲ纂 ゲ、 爾 年 齢 ニ ヨ

ル淺 留 氣 増 加 ノ債 ヲ論 ジ タ。

(7).心 臓 性肺 欝 血、 氣 管 枝 喘 息、 一 定 ノ肺 結 核 症 等

二於 テ ハ、 呼 吸 容 量 値 二封 ス ンレ肺 活 量 ノ・降 下 ス ル。

(8).氣 管枝 喘 息 症 二於 ケ ル 呼 吸、 蛇 二 呼 吸 困難 ノ螢

現 二就 テ ハ、 一 定 轍 ノ例 ヲ基 礎 トシテ論 ジタ。

(9).1-2ノ 疾 病(強 直 セ ル胸 廓 、氣 腫 等)二 於 テ ハ肺

機 能 不 全 ノ定 義 がタ テ ラ レテ オル。

(10).呼 吸 及 貯 有 氣 ノ呼 吸 曲 線 描 鴇 ・・、結 核 ノ虚 脱療

法 、 特 二雨 側性 氣 胸 蛇 二 胸 廓 成 形 術 ヲ 行 フ ニ際 シテ

用 フ可 キ モ ノデ ア ル コ トヲ示 ス。

(11).呼 吸 時 間比 率 二就 テ ・・正 常 値 ヲ塁 ゲ、貯氣 及 呼

吸 困 難 ノ關 係 ヲ検 査 シタ。

(12).呼 吸定 調 障 碍 ノ種 々ナ型(膓 性 呼 吸、 睡眠 剤 中

毒 時 ノ著 シイ不 整 呼 吸 、 動 揺性 呼 吸 、 種 々 ナ 「シ∴一

子、 ス トツ クス型 」、「假 性 シェー 子、 ス トヅク」等'、 及

治療 ノ結 果 ヲ量 的 二 記載 シタ。

(13).酸 素 飲 乏 ノ識 別 二就 テ ノ・、支 持 鮎 ヲ與 ヘ タ.

(14).正 常 叉 ・・稽 く減 少 シタ貯 有 氣 ヲ 有 ス ル 心臓 及

肺 疾 患 ノ剃 定 二就 テ ・・、筋 作 業 描 爲 法 が用 ヒ ラ レル。

之 二就 テ ・・余 等 ノ方 法 ヲ述 ベ タ。

(15).血 中 ノー 酸 化 炭 素 ノi新定 量 法 ヲ論 ジタ。

(黒 丸 抄)

急 性 全 身 致 死 性 粟 粒 結 核 症 ワ所 謂 肺 型 二就

テ 、 及之 卜小 見 ノ重 症 血 行 性 播 種 性 結 核 症

トワ臨 淋 的鑑 別 診 断 二就 テ

KurtNOssel:EinBeitragzursogenanntenpul・

monalenFormderakutenallgemeinent6dlich一
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enmiliartuberkuloseundihrerklinischenDiff・

erentialdiagnoseGegen廿berderschwerenha・

ematogenendisseminiertenLungentuberkulose

imKindesalter.

急 性 肺 型 全 均粟 粒結 核 症 デ 死 亡 シタ3歳 ノ 小 見 ノ病

歴 ヲ記 載 シタ モ ノデ ァ ノレ。 コ ノ 疾 患 ノ・重 症 血 行 性播

種 性 肺 結 核症 ト異 リ、 経 過 ノ・急 劇 、 且 ツ高 度 ノ氣 管

枝 喘 息 ヲ件 フタ.著 者 ノ・其鑑 別診 噺 二就 テ 詳 細 二論

述 シテヰ ル。(黒 丸抄)

肺 結 核 症 ノ纒 過 中 二於 ケ ル雨 側 性 特登 性 氣

胸 二就 テ

KarlBerndtu.RudolfDierichs:tiberdoppel-

seitigenSpontanpneumothoraximVerlaufvon

Lungentuberkulose.

き25歳 ノ男 、 進 行 シタ 雨 側肺 結 核 症 ノ経 過 中 二、 相 次

デ起 ツ タ 雨 側乾 性 部 分 的 特 登 性 氣 胸 ノ報 告 デ ア ル
。

剖 槍 ニ ヨ リ、 之 ハ雨 側 肺 上 部 二 於 ケ ノレ 邊 線 性 空 泡 性

氣 腫 デ アノレコ トが 判明 シタ。(黒 丸 抄)

肺 動 脈 爲 眞 像 二胱 テ

EgasMoniz,LopodeCarvalhou .Almeida

Lima:AusdemGebietederAngiopneu ・

mographie.

一最 初 試 ミタ 方法 ニ ヨ リ
、 著 者 ノ・人 禮 肺 動 脈 ノ 「レ ン ト

ゲ ソ」造 影 二際 シ、 腰 静脈 及 頸 静 脈 カラ、「沃 度 ナ ト リ

ウ ム」ヲ注 入 ス ル コ トニ成 功 シタ。

荷 著 者 ノ・、 右 前房 二 造 影 刺 ヲ 注入 ス ル コ トニ ヨ リ、

肺 動 脈 二於 ケ ル造 影 刺 ノ 必 要 ナ濃度 二 達 ス ル コ トガ

出來 タ・.叉Forssmann氏 法 ニ ヨ リ、臓 静脈 カ ラ右,d、

房 二 「ゾ ンデ」ヲ 用 ヒテ120%迄 ノ 「沃 度 ナ ト リ ウ2、

液 」e5--6aαヲ注入 シ、 特 別 ノ 注 意 ヲ用 ヒテ 「レ ン トゲ

ソ」撮 影 ヲ施 行 シタ。(黒 丸抄)

賓験 的 肺 動 服 篤 眞 像.

F.R.Partearroyou .T.Minana:Experimentelle

ArteriographiederLungen .

肺 内動脈 ノ「レン トゲ ン」造 影法 トシテ、 犬 ノ 頸 静 脈

二 「心 臓 ゾ ンデ」二依 ツ テ
、「沃度 ナ ト リウ ム:Ut二Ur-

・oselectanヲ 注入 シタ。

・之 二依 ル ト、 通 常 ノ 「レ ン トゲ ン」像 二比 シ、所 謂 肺

叙 理 ・・肺 動 脈 像 二 訓 著 シ噸 著 ニナ ツ テ ヰ ノレ。

(黒 丸 抄)

高 山地 方 二於 ケ ル早 期漫 潤 ノ療 法

保 惇 的 療 法 叉 ハ虚 脱療 法

録 39

Margarete・WilhelminiHelmgridVogel:Zur

TherapiedesFrtihinfiltratesimHochgebirge.

著 者 ・・Davos二 於 テ ユ00例 ノ治 療 ヲ行 ツ タ結 果 、早

期 浸 潤症 ニ ノ・高 山療 法 が適 ス ル ト 云 ツ テ ヰ ル。 倫 著

者 ノ・、保 存 的 ノ 療 法 二就 テ述 べ、 適 當 ナ 機 會 二於 テ

ノ・、 虚脱 療 法 二 移 ス コ トヲ常 二 考 ヘ ナ ケ レバ ナ ラ ナ

イ ト云 ツ テ オル。(黒 丸 抄)

肺 結 核 症 患者 喀 疾 ノ脂 肪 分解 酵 素 量 ノ検 査

SandorPuder:Untersuchungentiberdenlypo-

lytischenFermentgehaltdesSputumsbeiLun・

gentuberkulose.

著 者 ・・100例 ノ肺 結 核 症 患 者 ノ 喀疾 二就 テ、cリ パ ー

-t'J定 量 ヲ行 ツタ.即 、Kanitz氏 法 ヲ改 艮 シタ定 量

分析 法 ヲ行 ソタ ノデ ア ノレ。 著 者 ・・「リパ ー ゼ」二依 ツ

テ分 解 サ レタ脂 肪 酸 ノ定 量 二 依 ツ テ1リ パ ー ゼ」量 ノ

比 例 的 「ミ リグ ラム」値 ヲ測 定 シタ.

喀疾 中 ノ「リパ ー ゼ」量 ・・、 肺結 核 症 ノ 増 悪 ト共 二壇

加 ス ノレ。 從 テ血 清 「リパー ゼ」量 ト、 喀 疾 「リパ ー ゼ」

量 ・・反比 例 ス,レ。師 重症 肺結 核症 二於 テ ノ・、喀 疾 中 二

「リパー ゼ」ヲ排 泄 ス)レコ1・aipasorrh6e)ノ 多 イ爲 二

血 清 「リパ ー ぜ」・・減 少 ス ル ノ デ アル。(黒 丸抄)

偶 襲 所 見 ト シテ リ結 核

Heiderberg大 學 病 理 學 敏 室 ノ剖 槍 材 料 調 査

AlbertGuggenheim:TuberkulosealsZufaJ1・

sbefund.(UntersuchungenamSektionsmaterial

despathologischenInstitutsHeidelberg).

著 者 ・・1918-1927ノ 間 二於 ケ ルHeiderberg病 理 學

敏 室 ノ解 屍材 料750例 中、546例 ノ結 核 所 見 二就 テ統

言†白勺観 察 ヲ試 ミタ.

(1).軍 純 ノ肺 尖 部嶽 痕 、 及 之 二石灰 沈 著叉 ノ・白垂 化

竈 虹 二陳 奮 性 乾 酪竈 ヲ 有 ス ル者 ノ・、 年 齢 ト ー定 ノ關

係 ヲ有 ス ル。1歳 ヵ ラ14歳 迄 ノ者 二・・、 カ ・ル所 見

ヲ全 ク鉄 如 ス,レ。 年 齢 ノ 増 ス ト共 二 壇 加 ス ァレ.然 シ

注 意 ス 可 キ コ トノ・、石 灰 沈 著 蛇 二 白墓 化 竈 及 陳 奮 性

乾 酪 竈 ノ・高 年 者(60歳 以 上)二 於 テ ノ・、 之 以 下 ノ年 齢

ノ者 ヨ リ少 イ コ トデ アル。

(2).肺 以 外 ノ臓器 ヘ ノ血 行 性 靱 移 竈 ヲ有 ス ァレ モ ノ

ノ・、 陳 奮 性 肺 病 竈 カ ラ 肺 自勇 二轄 移 シタ 病 竈 ヲ有 ス

ル モ ノ ニ比 較 シテ 多 イ ノデ ア ル。 肺 自 身 ノ ミニ限 ラ

レタ病 竈 ノ轄 移 ・・、血 行 性 ノ モ ノ カ、 叉 ノ・氣 管 枝 性

ノモ ノ カ、 記 録 ノ ミニ 依 ツ テ ハ 明 カニ シ難 イ。 コ ノ

後 者 ノ可 能 性 、 帥 氣 管枝 性 輯 移 ヲ 別 問 題 トシテ ミノレ
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ト、 血 行 性 輻 移 二何 力 他 ノ要 素 が 加 ハ ツ タ モ ノ ト考

ヘ ラ レル。 是 等 ・・圭 トシテ、45-60歳 ノ間 ノ者 二見 ラ

の レ。 コ ノ観 察 ノ・、45歳 以 後 二於 テGhonノ 意 義 二

於 ケ ル膿 内 性 淋 巴腺 性 再 感 染 ノ 培 加 ス ル ト 云 フ考 ニ

ー 致 ス7レモ ノデ ァ ァレ
。(Anders)。

(3).孤 立 性 肺 外 結 核 竈 ハ 、18例 二存 ス ル。 コ ノ た 多

数 ・・、 血 行 性 成生 、.叉 ノ・其 ノ遣 淺 デ ア ル。

孤 立性 臓 器結 核症 トシテノ・、 腎 結核 症 ノ2例 ノ ミが

記 サ レテ ヰル。 此 際 粗 たナ 肺 病 攣 二就 テ ハ 記 載 がナ

イ。

(4).Puh1氏 竈 ・・、45-60歳 迄 ノ 間 ノ者 二 特 二多 ク

見 ラVjレ(11%)。 注 意 ス可 キ コ トノ・、Puhl氏 竈 ノ・、

多 ク・・肺 尖 部 二存 シ(42例 中、34例)、 唯8例 ノ ミ・・

肺 ノ深 部 二存 ス ル。9例 二於 テ・・種 々デ ア ル。

(5).副 所 見 トシテ存 ス ル肺 ノ乾 酪 竈 ノ内、16例 ハ、

解 剖學 的 見 地 カ ラス レバ、 早期 浸 潤 ト云 フ 可 キ モ ノ

デ ア,レ。 コ ノ竈 ノ・、Puhl氏 竈 二比 較 シテ ミル ト共 ノ

竈 蛇 二被 嚢 ノ総 テ ノ 性 状 カ ラ シテ、 比 較 的 新 鮮 ナ モ

ノ ト考 ヘ ラ し!ルモ ノデ アノレ。

コ ノ早期 浸 潤 竈 ・・、16例 中10例 二於 テ ・・、肺 尖 下 部

(鎖 骨 下 部)二 存 シ、 ソ ノ10例 中、4例 ノ・、 新 鮮 ナ病

竈 ノ外 二、 古 イ 硬 化 性 ノ、 一 部 分 石 灰 沈 著 ヲ 件 フ虎

ノ搬 痕 ヲ有 ス ル。 コ ノ4例 中、3例 二於 テ ・・、古 イ病

竃 ・・、 肺 尖 部 二存 ス ノレ。1例 二於 テ ・・、新 鮮 ナ肺 尖 浸

潤 竈 ノ外 二、 結 核性 腹 膜 炎 ヲ件 フ。

コ ノ早期 浸 潤 竈 ヲ有 ス ノレ者 ノ・、 主 トシテ45歳 迄 ノ者

力"多ク(12例)、60歳 迄 ノ者 ノ・僅 力4例 デ アル。 其 以

後 ノ年 齢 ノ者 二・・、 他 ノ型 ノ 結 核 性 副 所 見 ・・比較 的

多 ク 見 ラ レル ニ モ カ … ラズ、 早 期 浸潤 竈 ・・殆 ド全

ク見 ル コ トが出來 ナ イ。

以 上 ノ 所 見 カ ラ シテ、 高 年 者 二 於 テ・・、 閉 鎖 性 殊 二

石 灰 化 竈 が、新 鮮 病 竈 ヨ リモ、 副 所 見 トシテ 多 ク見

ラ レ ル モ ノデ アル ト云 フ コ トが出來 ル。

陳 蕉性 ノ、 所 謂Puhl氏 竃 ト、i新鮮 ナ早期 浸 潤 竃1・ ノ

差 異 ノ・注 目ス 可 キ事 實 デ ア ル。 即 前 者 ノ・、 主 トシテ

肺 尖 部 二存 シ、 後 者 ・・、 屡U肺 尖 下 二謹 明 セ ラ レノレ

ノ デア ル。 早期 寝 潤 竈 力"獲育 ンテPuhl氏 竈 トナ ル コ

ト・・、臨 林 上 ノ知 識 二 依 ツ テ知 ノレコ トが 出 來 ノレ。 從

ツテ高 年 者 二於 テ ハ 病 竈 が肺 尖 部 二 移 動 ス ル コ トヲ

認 識 シ得 ル。

(6).副 所 見 トシテ ノ進 行 シタ結 核 症 ・・20例存 ス ノレ。

コ ノ内9例 ノ・、 孤 立性 師結 核 症 デ アノレ。

録 【第11巻

11例 ・・病 機 蔓 延 期 二鴎 ス)t・モ ノデ ア ル。 而 シテ コ ノ

内4例 ・・粟 粒結 核症 デ アル。

從 ツ テ剖 槍 二際 シ、 全 身結 核 症 ハ、 孤 立性 結 核 症 ヨ

リモ副所 見 ト シテ 見 ラ の レコ トザ 多 イ ヨ ウデ アル。

(黒 丸抄)

雨側 人 工 泰胸 例 二於 ケ ル妊 娠 拉 二分 娩 ワ幸

蓮 ナル 経過

GerhardFrischbier:GlticklichverlaufendeSch。

wangerschaftundGeburtbeigleichzeitigbes-

tehendemdoppelseitgenPneumothorax.

1929年8月 始、 有 熱 開放 性 廣 汎 性 雨 側 塘 殖 性 肺 結 核

症 デ、 右 側 上 葉 二3「 マ,レクJ大 ノ空洞 ヲ有 ス,レ:3歳

ノ患 者 ガ、Berlin地'方 保 隙 局Beelitz療 養 所 二入 所

.シタ ザ、 豫 後 ハ甚 ダ氣 付 カノ・レテ ヰ タ.

1929年4刀 カ ラ右 側 二氣 胸 ヲ施 シ、 同 年5月 カ ラ左

側 二氣 胸 ヲ行 ツ タ。8箇 月 ノ治 療 二依 リ、 同年11月

ニ ハ喀 疾 中 ノ 結 核 菌 清 失 シ、 同 月経 過 頁 好 デ 退 所 シ

タ。

其 後 、 雨 側 氣 胸 ヲ持 績 シテ ヰ タ カ"、翌1930年9月 、

鉗 子 分 娩 ニ ヨ リ、 健 康 ナ男 子 ヲ出 産 シタ。

出産 後 左 側 ノ氣 胸 ヲ中止 シ、 右 側 ノ ミ持績 シタ。

共 後1931年8.月 診 察 ス ノレニ、母 親 ノー・・A般状 態 ・・頁 好

デ、 喀 疾 中結 核菌 陰 性 、 赤 血 球 沈 降 反 磨 蛇 二 血 液 像

ハ 正調 、 無 熱 デ ア ソ タ。 禮 重 ハ 減 少 ジテ ヰ タ が、 之

・・経 濟 朕 態 ノ不 頁 ナ ル 關 係 二錦 ス 可 キ モ ノ デ ア ル。

小 見 ハ健 康 デ ア ノレ。(黒 丸 抄)

血 液 及喀 疲 ヨ リ ノ結 核 菌 培 養 二就 テ ノ経験

Richter,Martha:ErfahrungenUberTuberkel-

bacillenztichtungausBlutundSputum.

著 者 ・・3例 ノ結 核 患 者 ノ血 液 ヨ リL6wentein氏 法 二

=リ 結 核 菌 ヲ培養 シタ。 コ ノ内1例 ノ・、 治 癒 セ]レ雨

側氣 胸 例 デ、最 後 ノ治 療 ノ 直 前 二於 テ ハ 頑 固 ナ膀 胱

「カ ター ノレ」(大腸菌
、 後 二・・結 核 菌 ヲ 謹 明 シタ)ノ 状

態 デ ア ヅ タ。 第2例 ・・、 左 肺 二 空 洞 ヲ有 ス ル 肺 結 核

症 デ 、右 腎 ノ疾痛 ヲ件 ヒ、 尿 ハ 大 腸 菌 ヲ有 ス,レ 輕 度

ノ膀 胱 「カ ター ル」ノ 状 態 デ ア ツ タ。 第3例 ノ・、 高 熱

ヲ有 ス ノレ乾 酪性 肺 炎例 デ アル。

以 上3例 ノ成 績 二反 シ、 種 々 ノ型 ノ結 核 症 ノ40例 二
ρ

就 テ ノ・1例 モ 培 養 二成 功 シ ナ カ ツ タ 。

次 二 、Hohn氏 法 ニ ヨ リ、330ノ 喀 疲 ノ培 養 ヲ 試 ミ

タ.培 養 基 ・・Lubenau・Hohn,Petraguan;及 ビL6-

wensteln氏 等 ノモ ノ ヲ用 ヒ タ。 コ ノ 内 、Petraguani



第1號 】 抄 録 41

氏 培 養 基 ガ最 頁 デ ア ツ タ。

40ノ 非 特 異 性 例 ノ喀 疾 培養 成績 ハ皆陰 性 デ アノレ。

290f"St!ノ特 異性 例 二於 テ ・・、肺 結 核 症 第 一期1:13.6%)

第 二 期(46.2%)、 第 三 期(76.4%)ガ 陽 性 デ ア ツ タ。

肋 膜 穿 刺 液 、 尿、 膿 等 ノ 培 養 二於 テ ・・、 中等 度 ノ陽

性 奉 ヲ示 ンタ。(黒 丸 抄)

ZeitschriftbUrTuberkuloseBd.60,H.3,1931.

結 核 性疾 患 二封 ス ル無 食 堅 榮 養 ノ殻 果

AdolfHerrmannsdorfer:WirkungenKochsalz・

freierErnahrungauftuberkulδseErkrankungen.

病 歴 第14.22歳 女 、顔 面 、 頸 部 、 左 手 甲及 ビ右 下 腿

ノ尋 常 性 肥 た性蛇 二破 潰 性 狼 瘡 、右 下 腿 「レ ソ トゲy」

癌 、 榮 養 療 法 開 始 後 約14日 ヨ リ潰 瘍 ・・乾燥 シ萎 縮 シ

始 ム。7ケ 月 ノ後 ニ ハ簸 痕 ・・軟 ク ナ リ色 素沈 著減 少 シ

結 節 殆 ド無 ク ナ」レ全 身状 態 頁 好 トナ リ盟 重 増 加13.5

kg(榮 養 療 法 中皮 膚 癌 ノ爲 メ右 下腿 切 蜥)

病 歴 第15.30歳 女 、 顔 面 及 ビ頭 部有 髪部 ノ尋 常 性 狼

瘡 、 療 法 期 間9ケ 月炎 衝清 罎 ン 結 節 極 メ テ 少 籔 ヲ淺

ス ノ ミ膿 重 増 加151〈9。

病 歴 第16.22歳 男、 第1及 ビ第5腰 椎 ノ 結 核 性 脊 椎

炎 蛇 右鼠 瞑 部 ノ贋 ク開 ロ セ ル混 合 傳 染性 流 注 膿 瘍。

流 注 膿 瘍 ノ混 合 傳 染 ニ ヨ;レ悪 化 ノ タメ 外 科 的 治療 中

衰 弱 甚 シク敗 血性 ノ 熱 型 ヲ トリ 経 過 不 頁 ナ リ シニ榮

養 療 法 ヲ開始 シテ約1ケ 年 ノ後 ニハ 大 イ ニ 輕 快 シ寒

性 膿 瘍 ノ創 ・・膿 汁 ヲ排 出 ス ノレ痩 孔 ヲ残 シテ 大 部 分 閉

鎖 ス、 腰 椎 ハ叩 打 或 ノ、動 揺 ニ ヨ リテ モ 疾 痛 無 シ、 全

均 状 態 頁 好 ト ナ リ膿 重 壇 加3kg(共 後4ケ 月 突 然急

性 敗 血 症 ヲ起 コ シ テ死 亡 ス)。

病 歴 第17・39歳 女 、 左頬 部 ノ尋 常性 、 肥 大 性 及 ビ鱗

状 性 狼 瘡 、 療 法期 間2ケ 月浸 潤 ハ全 ク 無 クナ リ 病 竈

ハ蒼 白且 ツ不 ラ トナ リ搬 痕 ・・稽 り こトナ ノレ 盤 重 増 加

6kg。

病 歴 第1S.40歳 女 、 潰瘍 ヲ件 ヘ ル鼻 ノ粘 膜 及 ビ皮膚

結 核 、 療 法 期 間6ケ 月、 潰 瘍 ハ 廠 痕 トナ リ粘 膜 ノ結

核 ノ・極 ク小 部 分 ヲ除 キ治 癒 ス。(中 野 抄)

空 洞 ヲ有 ス ル 肺 結 核 二劃 ス ル 肺 翻 脈 結 紮 ノ治 療

的 殻 果

HansEdel:DietherapentischeWirkungder

LungemenenligaturbeiCavernδsenLungentu-

berkulosen.

肺 結 核 虚 脱 療 法 ノ 治療 的 敷 果 ハ圭 ト シテ 之 ニ ヨツ テ

血 管 ヲ歴 迫 シテ建 血 ヲ 來 ス ノ ト、 患 部 ノ 緊 張 ヲ除 イ

テ安静 ヲ 保 タ シム ル ニ 由 ル ノデ アル 、肺 二醗 血 ヲ來

シ易 イ心臓 病例 ヘ バ 俗 帽 繍 狭 窄 症 ナ ドデ ハ 結 核 二罹

ル コ ト他 ノ場 合 ヨ リモ 比較 的 少 イ コ トが 知 ラ レテ ヲ

;レ。 依 ツ テ コ ノ雛 血 ヲ 肺静 脈 ノ結 紮 ニ ヨ ツ テ 人 工 的

二來 ラ シメ之 ヲ 肺 結 核 治 療 二 磨 用 シヤ ウ トィ フ ノ デ

アノレ之 二關 ス ルTiegel氏 ノ動物 實験 蚊 二Sauerbruch

氏 ノ人 禮 二於 ケ ァレ肺 動 脈 結 紮 ノ試 ミ等 ヨ リシテ コ ノ

肺 静 脈 結紮 ガ 人禮 二就 イテ手 術 的 二 可能 デ ア リ叉 治

療 的 二数 果 ア ァレモ ノデ ア ノレトイ フ コ トノ・確 二 ぢへ得

ラノレ ・コ1・デ ア ル。 自分 ノ・4名 ノ患 者 ヲSchloffer敏

授 及 ビKerschner氏 二依 頼 シテ手 術 ヲ受 ケ シ メタ所

非 常 二数 果 ガ アツ タ コ トヲ感 謝 ス ノレノ デ アノレ。

第1例,38歳 ノ男 子 、 廣 範 ナ)t/病 竈 ヲ有 ス ル右 側/

肺 結 核 ニ シテ 癒 着性 肋 膜 炎 ノ爲 メ 氣 胸療 法 成 功 セ ズ

叉 他 側 ノ肺 氣腫 ノ爲 メ 胸 廓 形 成 術 モ行 ヒ 難 キ重症 ナ

レ患 者 二肺 静脈 ノ結 紮 ヲ行 ヒタ ノレニ 翌 日 司 リ症 状 輕

快 ン始 メ 漸 次他 畳 的蛇 二 自昼 的症 状 減 退 シ6ケ 月後

ヨ ノ・初 メ 林 檎大 ナ リシ 空 洞 ハ胡桃 大 二縮 小 シ 臼覧 的

症 状殆 ド無 ク指 物 工場 二勤 務 ンテ モ障 リ無 ク16ケ 月

後 ニノ・可 ナ リナ非 衛 生 的 生 活 ニ モ堪 ヘ ノレ様 ニ ナ ツ タ。

第2例 、25歳 ノ男 子 、右 肺 ノ上大 牛 部 二病 竈 ア リ、

人 工 氣胸 療 法 成 功 セ ザ ノレ例 之 二肺 静 脈 ノ 結 紮 ヲ行 ヒ

シニ3週 後 ヨ リ 輕 快 シ始 メ8ケ 月そ麦ニノ・望…洞 ハ非 常

二小 サ クナ リ他 畳 的並 二 自昼 的症 状 減退 ス。

第3例24歳 ノ女 子 、 右 肺 ノ過 牛 ヲ占 ム)1/結核 ニ シテ

人 工 氣胸 成 功 セズ、 之 二 肺静 脈 結 紮 ヲ行 ヒテ 相 當 ノ

数 果 ヲ牧 サ ム、 サ レ ド他 ノ 例 二比 シテ後 マ デ 他 畳 的

及 ビ臼昼 的 症 状 ノ浩 失 不 充 分 ナ リシ バ コ ノ 患 者 ノ血

液 ヱ 氏 反 磨 陽 性 ナ レ ドモ 結 核 ノタ メ駆 徽 療 法 ヲ 行 ヘ

ナ カ ツ タ ノニ由 ノレヵ叉 ノ・治 療 技 術 共 他 ノ因子 二 因 ル

カ今 後 ノ研 究 二侯 タ ナ ク テ ハ不 明 デ ア ノレ。

第4例 、21歳 ノ女 子、 左 肺 後 部 全 般 二病 竈 ア リ右 肺

上 部 モ 侵 サ ル、 氣 胸療 法成 功 セ ズ 横 隔膜 紳 経捻 除 術

ヲ行 ヘ ドモ敷 無 シ、 コ ノ 患 者症 喉盆 ζ増 悪 セ ル ニ ョ

リ肺 静 脈 結 紮 ヲ行 フ、 手 術 後8日 目 ヨ リ症 状 輕 快 シ

始 メ3ケ 月後 ニ ノ・空 洞 ・・著 明 二 萎 縮 シ 或 ・・無 クナ リ

自壁 的及 ビ他 箆 的 症 状 大 イニ輕 快 セ リ。

以 上 ノ4例 ヲ、〔ジテ 明 ヵ ナ コ トノ・手術 直 後 ハ 喀 疾 量

一 時 急 二 増 加 ス ル、 コ レ・・人 工 氣 胸 二 於 ケ ル ト同様



抄

デ ア,レ、 手術 直 後;・ ・充 血 ノタ メ 陰 影塘 加 ス レ ドモ

後 ニ ナ ツ テ浸 潤 ノ去 ル ト共 二消提 ス ル。

,之 二由 ツ テ 肺静 脈 結 紮 が著 明 ナ ル 治療 的敷 果 ヲ有 ス

ル ハ 明 白デ ア ル。 コ ノ療 法 ・・退 行 性 壌 死 性 ノ 状 態 ヲ

,墳 殖 性 萎 縮 性 二 愛 化 セ シム ル ノデ ア アレ。 手 術 後 後 療

法 ノ必 要 ガア,レ。 胸 廓 形 成 術 ヨ リモ易 ク 且 ツ術 後 胸

廓 ノ攣 形 ヲ來 サ ナ ィ、 症 例 少 ク 且 ツ経 過観 察 ノ 期 間

短 カ ク適 鷹症 ノ決 定 等詳 シ ク 述 ブ ル コ トノ・出來 ナ イ

ガ トニ カ ク慢 性 ノ 充 血 ヲ人 工 的 二 來 サ シ ムル トイ フ

新 方 針 ノ下 二今 迄 他 ノ療 法 ガ 無 数 デ ア ル 場 合 ニ ソ ノ

,訣 〃 ル所 ヲ補 ヒ得 ル デ ア ロ ウ。(中 野 抄)

肺結 核 二於 ケ ル肺 俘 賑 ノ結 紮

Franzkerschner:DieLigaturderVenapul・

monalisbeiLungentuberkulose(EinneuerVer・

suchibrerChirurgischenBehandlung)

'Tiegel氏 ノ・結 核 二感 染 セ シメ タ ♪レ動 物 二肺 静 脈 ノ結

紮 ヲ行 フ トキ・・然 ラザ ノレ動 物 ヨ リモ 治 癒 力 大 デ アノレ

事 ヲ實 験 的 二 詮 明 シタ、 人 工 氣 胸 叉 ハ 胸 廓 形 成 術 二

於 テ モ其 部 ノ 歴迫 ト安 静 ヲ得 ル外 二 圭 トシ テ肺 虚 脱

ニ ヨ ル血 流 ノ攣 化 ガ 患 部 二好 影 響 ヲ 與 フ ル モ ノデ ア

)lz事ノ・明 デ ア)tzj又 内科 磐/見 地 ヨ リス レバ 肺 充 血 ヲ

來 ス如 キ 心 臓 辮膜 症 例 ヘ バ信 帽 澱 障 碍 二 於 テ比較 的

肺 結 核 ノ 治 癒 傾 向 多 イ モ ノデ ア,レ、 コ ノ 肺 充 血 ヲ人

工 的 二 起 サ シメ テ治 療 二 用 ヒ ソ ト～9レモ ノデ ア ル。

攣i化 ノ少 イ 状 態 ニ ア ル肺 門 デノ・肺 静 脈 蛇 ニ ソ ノ枝 ヲ

結 紮 ス ノレコ トノ・差 シテ 難 事 デ ノ、無 イ が 周 園 二癒 着或

ノ・炎 衝 性 硬 結 等 ア ル 場 合 二如 何 ニ シテ 出血 ヲ少 ク シ

テ血 管 ヲ トリ出 ス カ ガ 問 題 デ ア ル、 自分 ノ・肺 静 脈及

ゼ ソ ノ枝 ヲ完 全 二 結 紮 ス,レ トカ1又ノ・総 テ ヲ 結 紮 シ テ

シマ フ ト イフ コ トノ・シナ イ、 血 管 ノ 内腔 ヲー 部 分 ノ

血 液 が通 リ得 ル ヤ ウ ニ絹 練 ヲ以 ツ テ結 紮 ス ノレカ ラBr・

uns及 ビ.Sauerbruch氏 等 ノ動 物 實 験 二於 ケ ル如 キ

肺 水 種 ・・來 サ ナ イ、 叉 血 栓 ヲモ 考 へ 子 バ ナ ラ ヌ ガ今

述 べ タ標 ナ 注 意 ノ下 二行 ヘ バ避 ケ得 ル 肺静 脈 ノ後 壁

ノ・ソ ノ下 部 ノ組 織 ト密 着 シテ ヰ ル 故 之 ヲ ト リ出ス 時

二傷 ケ ヌ様 」叉強 ク結 紮 シテ 血 管 内 暦 ヲ傷 ケ ヌ 様 注 意

ヲ要 ス ル肺 門 部 ノ 手 術 ノ際 ソノ邊 ニア ル 交 感 紳 経 叢

ヲ傷 ケ ヌ.ハ 刺 戟 ス ル コ トニ ヨソ テ 起 ル血 膣 下 降 ヲ防

グ爲 メ 全 勇麻 酔 ニ ヨツ テ 手 術 ス ベ キ モ ノ デア ル ト考

ヘ ノレ、 肺 静 脈 ノ・ソ ノ 分 岐 状 態 二種 々 攣 化 が ア ル カ ラ

注 意 ヲ 要 ス ル 自分 ノ・4例 二就 テ之 ノ 手 術 ヲ行 ツ タ・

ユ人 ノ・左 側3人 ノ・右 側 二行 ツタ、 イヅ レモ1側 ノ塘

録 【第11巻

殖 性 空 洞 性 肺 結 核 デ ア ツ タ ガ將 來 ハ 雨 側 二行 ヒ 得 ル

ヤ ウニ ナ ル コ ト ・思 フ、手 術 後 一 時 喀 疾 量 壇 加 、盟 温

上 昇 ス,レコ トア ル モ 間 モ ナ ク下))其 他 自魔 的及 ビ 他

魔 的 症 状 ノ減 退 ノ著 明 ナ ル コ トヲ認 メ タ、症 例 少 ク コ

レ丈 ニテ 成績 ヲ剃 定 ス ル繹 二 行 カナ イ ガ コ ノ 療 法 ノ

持 ツ理 論 的 根糠 ハ大 イ ニ 吾 人 ヲカ ヅケ ル而 シテ 多 数

ノ患 者 二試 ミル 債 値 ア ル モ ノ ト思 フ、 適 磨 症 ノ 決 定

及 ビ後療 法 ・・内 科 讐 ノ 注 意 深 イ観 察 ヲ 必 要 トス,レ、

上 述 ノ4例 ノ場 合 二適 磨 症 ヲ 決 定 シ患 者紹 介 ノ 勢 ヲ

取 ラvタSchmidt敏 授 蛇 二Edel氏 二感 謝 ノ意 ヲ表

ス ル モ ノデ ア,レ。(中 野 抄)

金 属 堕 療 法

L.E.Walbum:Metallsalztherapie(Behandlung

、・onexperimentellerMeerschweinchentuberku-

lose)

結 核 天竺 鼠 ヲMangan及 ビKadmiumヲ 用 ヒテ治 療

ス レバ 雨 者 イ ヅ レノ場 合 二 於 テ モ實 験 動 物 ノ 約 牛 撒

ノ・完 全 二治癒 ス ル、 金罵 璽 溶 液 ノ 注 射 二際 シ 反 磨 強

キ タ メ適 量 ヲ正確 二定 メ ル コ トノ・治 療 数 果 ノ 上 二非

常 二必 要 ナ コ トデ ア ァレ。

D・ ・en・Manganchl・rid・ ・一・M・1(mgca.1000)一 ・・-lu

m・1(ca・ 、。。器li
。n)Kadmium・hl・r'd10-7m・'

(ca・ 、。。器end)一 ・・-11m・1(　 範 。諾ll驚 益)

(中 野 抄)

Paetsch氏 ノ獲 表(相 談 所 竪 師1立 場 ヨ リ見

タ ル療 養 所 二於 ケ ル 開 放 性 及 ビ非 開 放 性 結

核 患 者 り分 離)二 歳 キ テ ノ批 判

G.Schellenberg:BemerkungenzuderPublika。

tion:P.paetschDieTrennungderoffenenTu.

berkul6senvondengeschlossenenindenHeil.

stdttenvonStandpunktedesFifrsorgearztesaus

Z.TbkBd.50.H.5.

療 養 所 二於 テ ノ・開放 性 結 核 患 者 ト 非 開放 性 結 核 患 者

トヲ分 離 シテ牧 容 シナ ケ レバ ナ ラ メMフPaetsch

氏 ノ設 二賛 成 ス ル コ トノ・出來 ヌ、 療 養 所 デノ、コ ノ 雨

者 ヲ全 然 匠別 シテ 敢容 ス ル事 ノ、種 々 ノ 困 難 ガ ア,レ叉

注 意 シテ ヲ レバ 全 然 分離 ス,レ ニ モ 及 バ ヌ事 デ ア,レ、

更 二叉 経 濟 上 ヨ リ見 テ之 ノ・至難 ノ事 デ ア ル。(中 野 抄)

全 殆 セ ル開 放性 結 核45例

G.Paelchau:45F益llevongeheilteroffener

TuberkulosederLungen。
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Charlottenburgノ 市 立呼 吸 器 病 相 談 所 ノ 調 査 ニ ゴ レ

バ804例 ノ開放 性 結 核 ノ中45例 ・・全 治 シテ ヲ)レ、 長

イ間菌 ノ排 泄 止 ミ 咳 漱 喀 疾 其 他 ノ 臨 沐 的 自魔 症 状 全

ク清 失 シ健 康 ノ 感 ヲ持 チ ツ ・日 々勤 勢 二 從 事 出來 ル

モ ノ ヲ自分 ・・全 治 ト認 メ タ ノデア ル、 コ ノ45例 ・・1

例 ヲ除 ク ノ 外 皆療 養 所 ノ治 療 ヲ 受 ケ タ モ ノデ ア ル。

(中 野 抄)

肺 尖 ワ打 診

1.D.Mischenin:PerkussionderLungenミpitzen

腋 窩打 診 ニ ヨル トenJ-一一期 肺 結 核 デノ・全 例 中90%第 二

期 デ ノ・100%「 レソ トゲ ソ」検 査 トー致 ス ル。 然 ル ニ

普 通 ノ打 診 ニ ヨ レバ第 一期 デノ・55%、 第 二 期 デ ・・95

%ノ ー 致 デ ア ル、 腋 窩 打 診 法 ヲ 行 フ ニ・・患 者 ノ 雨 腕

ヲ頭部 マ デ塁 ゲ サ セ左 手 ノ第3指 ヲPlessimeterト

シテ用 フ コ レヲ 出來 ル丈 ケ高 ク 腋 窩 ノ第2肋 骨/上

二置 ク、第3指 ヲ第 一 節 ニ テ直 角 二曲 ゲ第 三 節 ハ 眞直

ニ シテ ヲ キ 第 一 節 ノ尖 端 ヲ中等 度/張 サ デ打 ツ、 肺

尖 二病 的 攣 化 ア レバ ソ ノ側 ノ 腋 窩 ノ打 診 音 ・・短 縮 シ

テ ヲ,レ、之 ヲ雨 側 腋 窩 ニツ キ交 互 二行 フ、 コ ノ方 法 ・・

容 易 デ ア,レカ ラー般 二薦 メ タ イ モ ノデ ア ル。(中 野抄)

骨 及 關 節結 核 ワ肺 繕 核 二劃 ス ル關 係

AnneHecker:Die㎞ochenundGelenktuber-

kuloseinihrerBezichungzurLungelltuberku・

Iose(BemerkungenzurAbhandlungvonR.Sc・

haafhausen)

コ し・b同 ジ題 下 二Schaafhausen氏 ヵ・登 表 〃 論 文

ヲ見 テ 自分 ノ 観 察b一 致 シナ イ 所 が ア ル ノデ最 近3

年 間 ノ自分 ノ 症 例 ヲマ トメ テ 観 察 シテ見 タ、 骨 結 核

トソ レニ併 登 セ,レ 急性 肺 結 核 トノ軍 二 全 膣 二於 ケ ル

撒 的 關 係 其 ノ モ ノ ニソ イテ 云 ヘ パ 氏 ト自分 ト同 ジ結

果 トナ ツテ ヲ ル ガ 生 後 第1年 ヨ リ成 長 ノ 終 リニ至 ル

マ デ ノ各 々ノ 年 齢 ニ ツ イ テノ、相 違 シテ ヲ,レ、 骨 組織

ノ結 核 ハ撒 布 性 結 核 デ アツ テ 之 ノ外 二 原 蛮 竈 が ア ル

可 キ デ ア ル原登 竈 ・・肺 二最 モ多 イ、 外 科 結 核 ノ患 者

数 ヲ調 ベ ル時或 人 ・・3歳 マ デ が一 番 多 イ ト イヒ或,レ

人 ハ5歳 マ デ ガ ー 番 多 イ ト云 ピー一致 シテ ヲ ラ メ、 年

齢 ガ若 イ程 内臓 結 核 ・・重 ク 年 齢 ノ進 ムニ 從 ツ テ治 癒

ノ傾 向高 マ ァレ、 コ レ・・膿 質 ト免疫 トニ 大 イ ニ關 係 ガ

ァル、 從 ツ テ年 齢 が 高 マ ル ニ ツ レテ 初 期 浸 潤 ヤ氣 管

枝 淋 巴腺 結 核 等 が 非 活動 性 ニナ ツ テ 行 ク ノ ニ同 時 二

起 ツ タ骨 結 核 ・・其 儘 治癒 セ ズ ニ 居 ル コ トガ ア ァレ、 叉

充分 二注 意 シナ ヵツ タ 爲 二内 臓 結 核 ・ 治 癒 遅 レ1叉ハ

再 獲 ス ル コ トモ ア ル、 故 二 内 購 結 核 ト 骨 結 核 トノ關

係 二就 キテ ノ・必 ズ號 病 ノ時 期 ヲ確 メ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ、

若 シコ ノ年 齢 ト駿 病 時 期 トノ關 係 ヲ考 慮 シナ イナ ラ

バ統 計 ノ結 果 ハ 間違 ッ テ來 ル コ トニ ナ,レ。(中 野抄)

TheAmericanRevieuofTuberculosis,VolXXV,No.6.June.1932.

結 核患 者 二於 ケ ル妊 娠

FrankLJennings,ErnestS.Mariett(・and

JenningsC.Litzenbarg:PregnanoyintheTu.

berculous.

「結核 患 者 二於 ケ ル妊 娠 」ト言 フ 問題 叉 此 ノ 雨 現 象 ガ

合 併 シタ場 合 ノ塵 置 二 關 シ テノ・幾 多 ノ 意 見 が多 年來

呈 出サ レテ居 ル。 過 去50年 間 ノー般 傾 向 ・・妊 娠 ヲ中

絶 ス,レ コ トデ ア ツ タ ガ、 之 二 反 封 ス ル學 者 モ相 當 ア

ル。著 者 達 ガ観 察 シタ例 症 ・・少 ナ イ タ メ ニ確 定 的 ノ事

・・述 ベ ラ レナ イ ガGlenLakeSanatorium二 於 テ34

名 ノ結 核 妊 嬬 二i封 シテ 観 察 シタ所 二依 レバ 輕症 結 核

ノ・妊娠 ヤ分 娩 二依 ツ テ 悪 化 サ レル コ トノ・ナ イ、 叉 若

シ結 核 患 者 ヲ安 静 ニ シテ 注 意 深 キ適 當 ナ 治 療 ヲ施 ス

ナ ラバ肺 結 核 ノ理 由 ヲ 以 テナ サ レノレ 人 工 流 産ノ・殆 ソ

ド不 必 要 デ ア,レ、 殊 二 著 者 ノ内 ノー人 ・・人 工 流 産 ハ

極 僅 少 ノ 結 核 患 者 二 適 用 サ,レベ キ モ ノ デ ア ツ テ ソ レ

ハ妊 娠 中 ノ最 初 ノ 三 ケ 月 間 二 施 行 ス ベ キ モ ノ デ ア ル

ト述 べ テ居 ル。(伊 藤 嘉 抄)

妊 娠 ト結 核 二劃 ス ル生 物 測定 學 的 研 究

FrankL.JenningsandErnestS.Mariette:A

BiometricStudyofPregnancyandTuberculo・

sis.

著 者達 ・・GlenLakeSanatoriumデ 治 療 シ タ結 核 婦

人 患 者 二就 テ妊 娠 ト結 核 トノ間 二 何 等 カ ノ關 係 が存

在 ス ル カ否 カ ヲ研 究 シタ。 観 察 サ レタ 肺結 核 患 者 中

一度 モ妊 娠 シナ カツ タ 者 ・・390名 以 前 分娩 シタ者 ・・

SO名 居 ツ タ。 此 等470名 ノ患 者 ヲ著 者 ・・ソ ノ頁悪 ノ

雨輻 蹄 二 依 リ2組 二分 ケ、 年 齢 、病 状 、療 養 生活 ノ

長 短 二依 リ種 々ナ ノレ 統計 ヲ作 ツ テ 見 タ ソ ノ 結果 妊 娠

ノ・結 核症 状 ノ進行 二封 シテ 影響 ス ル モ ノデ ナ ク 此 ノ

雨 現 象 ・・全 ク蜀 一 的 ノ モ ノデ アル コ トヲ知 ツ タ。

(伊 藤嘉 抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル機 能 的造 血 試 験

TheodoreJ.CurpheyandHollisK.Pussell:
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StudiesonafunctionalHaematopoieticTest董n

PulmonaryTuherculosis。

結 核 患 者 二 「ツ ベル ク リソ」ヲ 非経 口的 ニヤ ツ テ其 ノ

人 ノHaemogram二 攣 化 ヲ來 タサ ウ ト試 ミラ レ タ人

々 ヵ"ア,レ、Bredeck・ ・結 核 患 者 二「ツベ ノレク リン」ヲ

皮 内 二注 射 スル コ トニ依 リ穎 粒 白血球 ノ 塘 加 ヲ見 タ

が彼 ・・「ツ ベ ル ク リ ソ」注 射 二依 ツ テ 惹 起 サ レル急 激

ナ ル刺 戟 二封 ス ノレ骨髄 ノ機 能 的 反 磨 ノ 程 度 仰 チ造 血

機 能 反 慮 ヲ完 全 二 測 定 シナ カ ツ タ。 著 者 ・・之 二留 意

シ前 以 テ結 核 患 者 ノ 白血 球 数 ヲ計 算 シ 白血 球 ノ分 類

ヲ ナ シ、 績 イ テ1:1000ノ 「蕪 ツベ)lzク リ ン」0.05cc.

ヲ注 射 シ血 液 像 二表 ・・レル未 熟 ノ 顧 粒 白血 球 ガ注 射

前 ノ藪 二蹄 ノレ迄 ノ期 間 ヲ測 定 シタ.著 者 達 ハ 「ッ ベ ル

ク リ ソ」ト同 様 二叉 非 特 異 的 ナ ルProteinデ ア;レ牛 乳

ヲモ使 用 シタ共 ノ 結 果 結 核 患 者 ノ病 氣 ノ 活 動 性 ノ程

度 ・・「ツベ ル ク リン」ヤ 牛 乳 注 射 二績 イテ 起 ル造血 反

磨 二直接 關係 ス ル 様 二見 ヘ ル。 刺 戟物 ノ 種 類 二依 ツ

テ造 血 反 慮 ノ・攣 化 サ レル モ ノ デノ・ナ イ。 此 ノ 試 験 法

ノ簡 軍 ナ 鮎 カ ラ叉 正 確 ナ ル 鮎 カ ラ シテ 著 者 達 ノ・結 核

二封 ス ル專 門 智識 ヲ 有 ス ル人 々バ カ リデ ナ ク 結 核 二

封 ス ル特 別 ナ ル 便 宜施 設 ヲ有 シナ イ 人 々ニ モ オ勧 メ

ス ル次 第 デ ァ ノレ。(伊 藤 嘉 抄)

「ツ ベ ル ク リン」内 ノ活 動素 ノ化 學 合 成 二就

テ標 準XV・(「 ツベ ル ク リ ン」ノ製 造 二適 セ

ル沈 澱 粉 「ツベ ル ク リン」蛋 白 質)

FlorenceB.SeibertandBettyMunday:The

ChemicalCompositionoftheActivePrinciple

ofTuberculin

(XV.Aprecip;tatedpurifiedtuberculinprotein

suitableforthepreparationofastandardtu・

berculin.「 ッ ベ ル ク1)ン 」構 成 が 著 者達 ノ・結核 動

物 ノ皮 膚 反 磨 ヲ惹 起 ス ル 「ツ ベ ル ク リ ン」蛋 白 ノ分 子

内 二含 有 サ レテ 居 ル ノ ヲ知 リ、 之 ヲ 化 學 的 純 物 質 ノ

形 デ取 リ出ス 方 法 ヲ 提 案 セ リ。 此 ノ 方 法 ノ・先 ヅ病 毒

性 ヲ有 ス ル結 核 菌 ヲ純 無 蛋 白性 合 成 培 養 基 二培 養 シ、

之 ヲ超 越 濾 過 二依 ツ テ濃 縮 純 粋 ニ シテ更 ラ ニ之 ヲ 「ト

リク ローJレ」酷 酸 二依 ツデ 沈澱 サ ス(著 者 ノ・之 ヲTPT

ト命 名 シタ)此 ノ方 法 二Stツ テ製 成 サ レタ物 質 ノN・

(14.6-15.4%)蛇 ビ ニ多 糖(1.7-2.0%)含 有 ・・時 々1

製 成 二於 テ僅 力1%/差 異 シ カ 見 出 サ レナ イ。 叉N

含 吊:ヲ基 礎 トシテ 本 物 質 ノ功 能/差 異 ヲ見 ル ト、 共

レ ・・皮 膚 反 慮 ノ 實 験 的 誤 差/範 圃 内 二在 ル。 更 ラニ

録 【第11巻

此 ノ純 「ツ ベ ル ク リ ン 蛋 白 質 」溶 液 ノ・比較 的安 定 ナ モ

ノデ 如 何 ナ ル弧 度(師 チ 「蕉 ツベ ル ク リン」ト同様 或 ハ

之 ヨ リ強 度)ニ テ モ貯 藏 用 溶 液 ヲ製 成 ス ル 事 が出來

'レ。 著 者 達 ・・奮 「ツ ベ)lzク リ ソ」ヨ リモ1・6倍 モ強 力

ナ溶 液 ヲ製 成 シ之 ノ1:4000倍 稀繹 液0.1cqヲ 結 核 海

狸 二注 射 ス ル コ トニ 依 ツ テ最 大 ナ 皮 膚 反 慮 ヲ惹 起 ス

ル 事 が出來 タ。

著 者 達 ハ1又 「硫 酸 ア ンモ ニ ウム」二 依 ル沈 澱 ニ テ同 ジ

功 能 ノ純 物 質 ヲ 製 成 シタ が ソ ノ 操 作 が ク ドク ドシ ク

且 ツ長 時 間 ヲ 要 シ、 ソノ上 「硫 酸 ア ン モ ー ウ`・」中 ニ

ア]レNノ タ メ ニ、 タ ヤ ス イ定 量 的 仕 事 デ ノ・ナ カ ツタ。

診 断 二使 用 サ 切 レ 「ツ ベ ル ク リソ」ノ 功 能 ヲ統 一 ス ル

ニ・・皮 内反 鷹 試 験 法 二 依 ラナ ケ レバ ナ ラ ナ イ、 ヌツ

ノ定 準 液 ガ 出來 タ ナ ラ バ 同 時 二既 知 定 準 液 トー所 二

試 験 ス ベ キ モ ノデ ア ル、 ト言 フ ノ・・皮 膚 反 慮 ヲ 惹 起

ス ル最 少 虻 ・・使 用 サ レタ 海 猿 ノ感 受 性 二 依 ル モ ノデ

此 ノ感 受 性 ・・叉 動 物 蛇 ビ ニ ソ ノ菌 系 ノ 状 態 及 ビ接 種

サ レタ結 核 菌 量 二依 ノレモ ノデ ア,レ。

著 者 達 力"Long氏 合 成 培養 基 上 ノ結 核 菌8週 間 培 養 カ

ラ得・タ1立 ノ「ツ ベ ル ク リ ン」カ ラ製 出 サ レタTPTノ

量 ノ・183mgデ3ケ 刀 間 ノ培養 デ ア ツタ ナ ラバ295

mgmデ ア ル。 此 ノ方 法 デ製 出サ レ タ 「ッ ベ ル ク リ ソ

蛋 白」(TPT)ノ ・Antigeniticデ アJレ。TPT二 封 ス ル

豫 備 的臨 駄 試 験 二於 テ本 物 質/0.001mgm(或 ・・之 ヨ

リ少 量 デ結 核 患者 二 皮 膚 反 癒 ヲ現 ハ ス 事 ヲ得 タ、 叉

之 ガ診 噺 ノ目的 二i封 シテ 安 全 ナ渦 足 ス ベ キ 物 質 デ ア

ル事 ヲ知 ツ タ。 著 者達 ・・ヌ.K・ ・hノ 「蕉 ツ ベ ル ク リ ソ」

ヲモ 同 ジ方 法 デ分 析 シタ庭 「奮 ッ ベ ル ク リ ソ」100cα ヵ

ラ「トリク ロー一・JtZ酷酸 」二依 ツテ707mgmノ 蛋 白 力"沈

澱 サ レタ.此 ノ蛋 白 ・・TPTb殆 ソ ド 同 ジ活動 能 力

ヲ有 シテ居 ツ タ ガ此 ノ物 ノ分 離 ヤ 製 成 過 程 中 二於 テ

約33%ノ 功 能 ガ消 失 サvタ 、 功 能 ノ 鮎 カ ラ 言 ヘ バ

TPTlgm・ ・「傷 ッ ベ ル ク リ ン」100二 相 當 ス ル モ ノデ

アル ト。(伊 藤 嘉 抄 ノ

幼 見 結 核 二就 テ

(結 核 患 者 ノ診 断 蛇 ビニ 「ツベ ル ク リ ン」反 賑

ノ程 度 二劃 ス ル臨 跡 的 所 見 載 ビニ 「レ ン トゲ

ン」所見 ノ債 値)

ErnstWolff,RobertS.StoneandFrenderick

Eberson:JuvenileTuberculosisSuspects.(An

EvaluationoftheClinicalandRoentgenologi・

calFindingsinRelationtotheDiagnosisand
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theGradoftheTuberculinReaction.

疑 ハ シイ幼 見結 核 二 現 バ レル種 々ナ,レ 臨 肱 的 症状 、

理 學 的所 見蛇 ビニ 種 々 ナ ル試 験 方 法/症 候 的 債 値 二

就 テ ノ・色 々議 論 が アル 、 近 時 一般 傾 向 ・・之 等 ノ症 候

ヲ捨 テ ・寧 口「レ ソ トゲ ソJ所 見 ヤ 「ツ ベ ノレク リソ」反

磨 二依 ラ ソ1・ シテ居 ル。 著 者ノ・此 ノ意 味 二 於 テ之 等

種 々ナ ル 要約 二封 ス,レ債 値 ヲ見 出 サ ン ト シテ 「ッ ベ,レ

ク リソ」反 鷹陰 性 幼 見100名 「ツ ベル ク リン」陽 性 幼 見

200名 二就 テ精 細 ナ ル観 察 ヲナ シタ庭(1)臨 脈 的症 状

ヤ理 學 的 症 候 ノ、決 シテ確 定 的 ノ モ ノ デ ナ イ コ ト。(2)

以 前 結 核 患 者 ト確 カニ 接 鰯 シタ コ トが アノレ ト言 フ既

往 症 ノ・多 少 制 限 ノ・ア ノレガ稽 ζ債値 アル モ ノデ ア ノレ。

(3)「 レ ソ トゲ ソJ所 見 ハ 症 候 的 債値 ヲ有 ス。(4)著 者

達 ノ観 察 シタ例 二於 テ ノ・ 「ツ ベル ク リ ソ」反 鷹 ・・確 定

的 償値 ヲ有 シテ 居 ツ タ、 之 ノ・叉病 傷 ノ 活 動性 ノ有 無

ヲ決定 ス ノレニ モ債値 アノレ様 二 見 エ ル ト.(伊 藤 嘉 抄)

成 人 ノ腎 臓 結 核 二劃 ス ル臨 躰 的 注意 事 項

LeoV,Schneider:CiinicalNotesonRenalTu・

berculosisinAdults.

腎臓 結 核 ハ生 存 中 ヨ リノ・死 後 二於 テ、 ヨ リ多 ク 診 断

サ の レモ ノデ アル、 之 ・・本 症 ノ初期 二 於 テ 腎 臓 ヤ尿

道 二附随 シタ 症 状 ガ多 ク ノ 場 合 現 ノ・レナ イ カ ラ デア

ル。 肺 臓 ガ結 核 症 二依 ツ テ 侵 サ の レ程 度/強 弱 ノ・腎

臓 結 核 二何 等特 別 ノ 關 係 ヲ有 シナ イ、 本 症 ・・主 トシ

テ20-40歳 ノ男 子 二多1、 初 期 腎臓 結 核 ノ 臨 休 症状

ノ・至 ツ テ陵 昧 ナ モ ノ デ 寧 口暗示 二依 ッ テ 診 噺 サ レノレ

モ ノデ ア ノレ。 絶 エ ザ ル験 尿 、 動物 試験 、 腎臓 ノ 機 能

試 験 ヤ膀 胱 鏡 槍 査 法 ノ・初 期 腎 臓 結 核 ノ 診 断 二大 切 ナ

モ ノデ アノレ。 一 側 性 ノ 腎 臓 結 核 ノ最 モ ヨイ 療 法 ノ・腎

摘 出術 デ アノレ(但 シ之 ・・他 側 ノ腎 臓機 能 ガ扱 セ ラ レテ

居 ラナ イ場 合 デ ア ノレ)、本 症 ノ早期 二 施 行 サ レタ 腎摘

出術 ノ・患 者 ノ アラ ユ ノレ症 状 ヲ直 チ ニ 輕 快 セ シメ ル モ

ノデ アル ト。(伊 藤嘉 抄)

胸 部 「レ ン トゲ ン」撮 影 用 「紙 フ イ ル ム」ノ使

'用技 術 二就 テ

MargaretWitterBarnard,JBurnsAmberson,

Jr.,andMarionFranklinLoew:TheTechni・

queofusingPaperFi!msforRoentgenograms

oftheChest.

高 債 ナ「セル ロ イ ドフ イル ム」二代 ノレニ廉 債 ナ 「紙 フ イ

ル ム」ヲ使 用 ス ル コ トヲ考 へ 付 キ著 者達 ・・National

TuberculosisAssociationノ 依 頼 ヲ受 ケ テ 「紙 フ わ レ

ム」二依 ツ テ100名 ノ患 者 ノ 胸 部 撮 影 ヲ ナ シタ所 「セ

ル ロ イ ドフ わ レム」ノ影 像 ハ 精 細 ナ所迄 現 ノ・ レ ノレ が

「紙 ブ イノレム」トテ モ之 ト殆 ソ ド 近 似 的 ナ 影 像 ヲ窮 シ

得 ル、叉 或 ル状 況 ノ下 二 於 テ ハ 之 二艮 キ 代 用 品 タ リ

得 ノレ、 代 債 ノ鮎 カ ラノ・「紙 ブ イ,レム」ノ・「セ,レロ イ ドブ

イレ ム」ノ牛 値 デ購 入 サ の レ ト.(伊 藤 嘉 抄)




